
 
1 IX EDUCATION 高校受験対策講座 

高校受験対策数学１ 公立高校過去問選 

 
問題１ 次の①～⑤の計算をしなさい。⑥～⑩は指示に従って答えなさい。H28 年度岡山 第１問 
① 5 + (−3) 
 
② (−32) ÷ (−8) 
 
③ 2(𝑎𝑎 + 2𝑏𝑏)− 3(𝑎𝑎 + 𝑏𝑏) 
 

④ 15𝑎𝑎𝑏𝑏 × �− 𝑎𝑎
5
� 

 

⑤ √3 + 6
√3

 

 
⑥ 方程式 𝑥𝑥2 + 𝑥𝑥 − 1 = 0 を解きなさい。 
 
⑦ 関数 𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑥𝑥2 について、𝑥𝑥 の変域が −2 ≦ 𝑥𝑥 ≦ 1 のとき、𝑦𝑦 の変域が 0 ≦ 𝑦𝑦 ≦ 8 である。このとき、
定数 𝑎𝑎 の値を求めなさい。 

 
⑧ 右の図のような、AB＝2 ㎝、BC＝3 ㎝、∠ABC＝90°の直角三角形 ABC がある。
このとき、辺 ACの長さを求めなさい。 

 
 
 
⑨ 右の図のような、1、2、3、4、5の数字が 1つずつ書かれた同じ大きさの

5 枚のカードがある。この 5 枚のカードをよくきって、2 枚のカードを同時
に取り出すとき、取り出した 2 枚のカードに書かれてある数の積が偶数となる確率を求めなさい。 

 
⑩ 次の度数分布表は、あるクラス 40 人の通学時間を整理したもので
ある。(1)、(2)を求めなさい。 

 (1) 50 分以上 60 分未満の階級の相対度数 
 (2) 通学時間の最頻値 
 
 
 
 



 
2 IX EDUCATION 高校受験対策講座 

問題２ 花子さんは友達の誕生会のために、家にある材料を使って、マドレーヌとシュークリームをつ
くることにした。今、家には小麦粉 120ｇとバター90ｇがあり、すべてを使い切ることにする。マ
ドレーヌとシュークリームをそれぞれ１個つくるために必要な小麦粉とバターの分量は、表の通
りとし、他の材料はすべてあるものとする。①、②に答えなさい。H28岡山 第２問 

 
① マドレーヌを 𝑥𝑥 個、シュークリームを 𝑦𝑦 個つくることが
できるとして、連立方程式をつくりなさい。 

 
② マドレーヌとシュークリームをそれぞれ何個作ることがで
きるかを求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
3 IX EDUCATION 高校受験対策講座 

問題３ 大輝さんは、２つの球が斜面を転がるようすを見たとき、２つの球の間の距離が自分の予想と
違うことに気づいた。そこで、球が斜面を転がる時間と距離の関係について、大きさと重さが等し
い赤球と青球を用いて次のように調べた。①、②に答えなさい。H27 岡山 第４問 

 
 
 
 
 
 
 
① 𝑦𝑦 を 𝑥𝑥 の式で表しなさい。 
② 大輝さんは、A地点に赤球を置き、静かに手をはなした。次に、A地点に青球を置き、赤球が転がり
始めてから５秒後に静かに手をはなした。このあと、時間とともに赤球と青球の間の距離がどのように
なるかについて、大輝さんは次のように確かめた。(1)～(4)に答えなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 (1) [ (あ) ]に適当な式を書き入れなさい。 
 (2) [ (い) ]に赤球と青球の間の距離を表す式を、計算して求めなさい。ただし、答えを求めるま

での過程も書きなさい。 
 (3) 下線部の関係を表したグラフとして最も適当なのは、ア～エのうちではどれですか。一つ答えな

さい。ただし、横軸は A地点から青球が転がり始めてからの時間、縦軸は赤球と青球の間の距離を
表す。 

 
 
 
 
 
 
 
 (4) [ (う) ]に当てはまることばとして最も適当なのは、ア～カのうちではどれですか。一つ答え

なさい。 
   ア 毎秒２ｍずつ縮まる  イ 常に２ｍで一定である  ウ 毎秒２ｍずつ広がる 
   エ 毎秒５ｍずつ縮まる  オ 常に５ｍで一定である  カ 毎秒５ｍずつ広がる 



 
4 IX EDUCATION 高校受験対策講座 

問題４ 花子さんは、ある器の破片をもとに、もとの器の形状について、次のように模式化して考えた。
①、②に答えなさい。ただし、器の厚さは考えないものとする。H28 岡山 第５問 

 
 
 
 
 
 
 図１は、器の破片から考えられるもとの器の形状である。これ
は、図２のような、∠BOQ＝∠PQO＝90°である台形 PBOQ を、
辺 OQ を軸として１回転させてできる立体の形状に模式化でき
る。 
 図３は、器の破片を真上から見たときの、底の面の模式図であ
る。もとの器の底の面は円であり、器の破片の底の面の円周上にあ
たる部分に３点 A、B、Cをとり、それぞれを結んだ三角形から、
この円の中心や直径等を求める。 
 
 
 
 
 
① 図３の３点 A、B、Cを通る円の中心をO を、定規とコンパスを使って作図しなさい。作図に使った
線は消さないで残しておきなさい。 

 
② 花子さんは、図３の３点 A、B、C を通る円O の直径を次のように求め、もとの器の容積についても
考えた。(1)、(2)に答えなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (1) 下線部の△ABH∽△DBC を証明しなさい。 
 
 (2) [ (あ) ]、[ (い) ]に適当な数を書き入れなさい。 


